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ランチョンセミナー

論文投稿の勧め
＋新企画「みんなで模擬査読」

日本ロボット学会
The Robotics Society of Japan

2019年9月6日（金）
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12:00-12:05
オープニング 永谷圭司（東京大学）

12:05-12:10
開会挨拶・学会誌改革の現状 浅田 稔（会長・大阪大学）

12:10-12:15
英文誌の動向について 和田正義（東京農工大学) 

12:15-12:20
ARの投稿の勧め 武居直行（首都大学東京）

12:20-12:25
和文誌の動向について 松野文俊（京都大学）

12:25-12:30
日本ロボット学会和文誌の投稿の勧め 永谷圭司（東京大学) 

12:30-12:35
和文誌 システム設計・構築分野の特徴 野田哲男（大阪工業大学）

12:35-12:40
和文誌 人材育成・社会分野の特徴 琴坂信哉（埼玉大学）

12:40-12:45
和文誌 実証実験分野の特徴 栗栖正充（東京電機大学）

12:50-13:20          新企画「みんなで模擬査読」



模擬査読について

◼ 配布した論文は架空のものです．永谷の昔の論文
を元に，いけてない論文に仕上げてみました．
（元論文：永谷圭司，油田信一 (1997), "衝突の危険性を評価関数とする移動ロボットの
経路とセンシング点の計画", 日本ロボット学会誌., March, 1997. Vol. 15(2), pp. 197-206. ）

◼ 10分ほどで一読頂き，何がいけてないか，メモを
作成して下さい．

◼ 後半20分で，この論文のいけてないところを議論
したいと思います．



和文誌の動向について

松野 文俊
論文査読小委員会委員長



2014年3月17日 査読システム改革
• ScholarOneManuscriptsの導入
• 判定：採録可、修正後採録可（再査読無）、

条件付き採録可（再査読有）、採録不可
• 論文評価の多様性
新規性
有用性
提案性

• 論文カテゴリー
要素 (和文誌担当理事：山本、永谷）
システム設計・構築 （野田）
人材育成・社会 （琴坂）
実証実験 （栗栖）

• 論文のカテゴリに則した評価
4分野の副委員長
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和田 正義（東京農工大学）
武居 直行（首都大学東京）

日本ロボット学会欧文誌担当理事

日本ロボット学会欧文誌
Advanced Robotics 

欧文誌の動向について

ARの投稿の勧め

日本ロボット学会
The Robotics Society of Japan

2019年9月6日（金）



AR（Advanced Robotics）とは

• 1986年創刊の伝統ある日本ロボット学会欧文
誌．国際的にも高く認知されている．

• 本年Vol.33，年24号発行

• 出版社：Taylor & Francis

– 1852 年創設，イギリスが本拠

– 1,600 journals 以上を扱う．



• Web Of Science(WOS)データベースに登録されている．

• Impact Factor：

0.920 (2016) → 0.961 (2017) → 1.104 (2018)

• ロボット学会員であれば，

全冊無料で電子閲覧，DLが可！

• 論文投稿は非会員でも可能，投稿料は無料！

• 平均査読期間 ： 目標 90日， 2018年度 76.03日

Advanced Roboticsの特徴



• インパクトファクター（文献引用影響率）とは，特定の
ジャーナル（学術雑誌）に掲載された論文が特定の
年または期間内にどれくらい頻繁に引用されたかを
平均値で示す尺度．

• 一般にその分野における雑誌の影響度を表す．

• Advanced Roboticsの2018年インパクトファクターは
1.104でした！

Impact Factor(IF)とは



IF =  
掲載論文数(過去2年分)

年間論文引用数※

※過去2年間に掲載された論文（分母の論文）の
なかから、対象年1年間に引用された論文数

Impact Factor(IF)の計算式



• Web Of Science(WOS)データベースに登録されている．

• Impact Factor：

0.920 (2016) → 0.961 (2017) → 1.104 (2018)

• ロボット学会員であれば，

全冊無料で電子閲覧，DLが可！

• 論文投稿は非会員でも可能，投稿料は無料！

• 平均査読期間 ： 目標 90日， 2018年度 76.03日

Advanced Roboticsの特徴



• 2018年度 年間論文投稿総数492件．採択率25.43%

• Best Paper Awardに対して1,000ユーロの賞金（T&Fか
ら）

• 印刷物の発刊前にオンラインで公開，閲覧が可能．

DOI（デジタルオブジェクト識別子）付き．

• オープンアクセス選択可能（有料）1.

Advanced Roboticsの特徴

査読期間，IF，採択可能性などを総合的に考えると，
ARへの投稿は非常にお得!



Advanced Robotics論文へのアクセス

・スタート：RSJウェブサイト(https://www.rsj.or.jp/)

「ログイン」



・ロボット学会の権限でT&Fサイトにアクセス

Advanced Robotics論文へのアクセス



Advanced Robotics論文へのアクセス

・グラフィカル情報より論文を選択、pdfのDLが可能

全文のpdf
ダウンロード



Advanced Roboticsへの投稿など

・RSJウェブサイトの「欧文誌」をクリック

メニューから

「欧文誌」を
選択

「AR特集論

文募集」を
選択



Advanced Roboticsをより身近に

• 研究調査にAdvanced Robotics(AR)を活用しま
しょう．

• 参照文献に加えることで、IF

の向上につながります．

• より質の高い国際論文として

発展させ，論文の投稿も検討

ください．
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永谷 圭司
日本ロボット学会誌論文査読小委員会

日本ロボット学会和文誌の
投稿の勧めと査読の流れ

（要素分野）

日本ロボット学会
The Robotics Society of Japan

2019年9月6日（金）

山下先生，山本先生，
ありがとうございます！



掲載までの流れ

1. 「日本ロボット学会誌・寄稿および査読に関する規則集」を読む

2. 論文執筆・投稿

3. 査読委員1名，査読者2～3名の割り当て

4. 査読

5. 査読結果通知

6. 回答書と修正原稿作成・提出

7. 再査読

8. 採録決定 → 抄録を作成 → 掲載 (J-Stage)

19



注1） 査読基準が異なる → 論文の書き方が異なる
注2)  (A.) 新規性， (B.) 有用性， (C.) 提案性を軸として評価

和文誌の４分野

一般的な論文は「要素分野」へ

要素 システム設計・構築

人材育成・社会 実証実験

センサ，コンピュータ，アクチュエータ，機構，
モデリング，制御等の基幹要素に関する科学・技術

要素分野＝

「日本ロボット学会誌・寄稿および査読に関する規則集」参照



掲載までの流れ

1. 「日本ロボット学会誌・寄稿および査読に関する規則集」を読む

2. 論文執筆・投稿

3. 査読委員1名，査読者2～3名の割り当て

4. 査読

5. 査読結果通知

6. 回答書と修正原稿作成・提出

7. 再査読

8. 採録決定 → 抄録を作成 → 掲載 (J-Stage)

21



論文執筆について

◼当たり前だが，原稿は丁寧に作成する．

→ ミスを見つけるのは査読者の仕事ではありません．

◼専門家でなくともできる指摘を受けないように！
⚫誤字・脱字

⚫変数が宣言されてない

⚫図番の対応が間違ってる

⚫レイアウトの乱れ

⚫図表の乱れ

⚫最終PDFで必ず確認（PDF変換時の文字化け等）

◼こうしたミスを指摘する査読コメントが結構多い．

→ 査読者の心理状況を想像してみましょう．



論文執筆について

◼ 論文の位置づけ，Contributionを明確にする

⚫関連研究をたくさん調べる

（日本人学生の論文は得てして参考文献が少ない）

⚫既存の研究で何が足りないのか，それに対して，

自分の研究がどう取り組むのかを議論

⚫当該分野に対する自分の研究のContributionは何か？



掲載までの流れ

1. 「日本ロボット学会誌・寄稿および査読に関する規則集」を読む

2. 論文執筆・投稿

3. 査読委員1名，査読者2～3名の割り当て

4. 査読

5. 査読結果通知

6. 回答書と修正原稿作成・提出

7. 再査読

8. 採録決定 → 抄録を作成 → 掲載 (J-Stage)



採録可

修正後採録可

条件付採録可

採録不可

ほとんどの場合がここ．
回答書作成の頑張りが重要．

査読結果通知

凄い論文は何をしても通る．

それでも諦めない！
内容が悪くなくても判断で
きない場合はここになる．



回答書作成

◼ ほとんどすべての論文は，ボーダーライン
（条件付採録可）の周辺

⚫ 論文が採択されるか否かは回答書・修正原稿作
成の頑張り次第．

◼ どれぐらい頑張る？

⚫ 論文投稿時：1年間の研究成果を8ページに綺
麗にまとめる．

⚫ 回答書：1ヶ月の頑張りを30ページ（以上）で
丁寧に書きなぐる．

⚫ 査読者の気持ちになって読みやすい回答書を心
がける．（照会内容，回答，修正箇所）



照会事項の例
◼ ～（前提・問題設定・定式化など）の妥当性が不明です．
説明を追加して下さい．→  説明を追加すれば良い（楽）

◼ ～のパラメータ・図の意味がよく分かりません．説明を追
加して下さい． →  説明を追加すれば良い（楽）

◼ ～の検証が不十分です．～を検証する実験をして，～の性
能を確かめて下さい． → 実験をすれば良い（ただし大変）．
状況によっては色々と方策あり．

◼ ～の定量的評価をして下さい． → 定量的評価を追加すれば
良い（大変なときあり）．その他方策あり．

◼ ～は本論文の主旨とは無関係です．～の記載を削除して下
さい．→ 削除する（楽）．

◼ ～は間違っていると思います．～を修正して下さい．→ 間
違っていると認める（楽）．間違っていない場合には説明
を追加する．



心構え

◼ 投稿者の心構え

⚫ 査読者は神様（投稿者よりも立場が上）．
喧嘩の相手ではありません．

⚫ 論破ではなく穏やかな気持ちで納得してもらう．

⚫ 感謝・尊敬の気持ちを持つこと．

⚫ すべての照会事項に対して真摯かつ全力で対応．

◼ 査読の実際

⚫ 査読はボランティア（善意の作業）．

⚫ 照会事項は論文を良くするためのコメント．

⚫ 大抵の場合，査読者の言っていることは正しい．



査読者の方々へのお願い

• 査読へのご協力，大変ありがとうございます．

• 暖かい気持ちで，面白くて良い部分を前向きに評価
して頂けますと幸いです．

• 採録のための条件は，疑問形ではなく，明示的に
条件として書いて下さい．
[○] ～が不明です．～の説明を追加して下さい．
[×] ～はどうでしょうか？

• 採録のための条件を新規に出すのは，原則として
初回査読時のみ．
２回目以降は初回の条件が満たされているかどうか
のみを判定して下さい．



抄録について



おわりに

◼ 和文誌には4分野．

◼ 論文執筆は丁寧に！

◼ 論文の位置づけ，Contributionを明確にすること．

◼ ほとんどすべての論文は，ボーダーライン周辺．

◼ 論破ではなく穏やかな気持ちで納得してもらう．

◼ すべての照会事項に対して真摯かつ全力で対応．

◼ 大抵の場合，査読者の言っていることは正しい．

◼ 査読の内容や判定結果にご不明な点がございまし
たら，お気軽に会誌編集委員会までご連絡下さい．

◼ この後，模擬査読を企画！
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野田 哲男
日本ロボット学会誌論文査読小委員会

日本ロボット学会和文誌の投
稿の勧めと査読の流れ

（システム設計・構築分野）

日本ロボット学会
The Robotics Society of Japan

2019年9月6日（金）



そもそも，どれが「役に立つ」と思いますか？

10年～

TRLはhttp://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/sangyougijutsu/kenkyu_hyoka/pdf/003_s01_00.pdfより

大学 企業研究所 企業事業部 市場

魔の川
死の谷

ダーウィンの海

図は http://www.kureha.co.jp/en/newsrelease/docs/en20100901.pdfにインスパイアされた

３年～
～１年

どれも「役に立つ」！

http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/sangyougijutsu/kenkyu_hyoka/pdf/003_s01_00.pdf
http://www.kureha.co.jp/en/newsrelease/docs/en20100901.pdf


• 相当確からしい仮説，学説
• 相当再現性のある事例
• 相当確信のあるレビュー

• ある程度確からしい仮説
• ある程度再現性のある事例
• ある程度確信のあるレビュー

• 定説，定理，原理

• ひらめき

共同研究者との議論，検証作業

他の研究者との議論
追加検証

学術界の議論
社会からの評価

論
文

書
籍

学術講演会

そもそも，論文の査読基準はどこでしょう？

34

ここですよね？



強い論文３つの原理

「課題 Challenges」・・・そもそも何がどうなっていたら良いのか
その課題に至る動機にストーリーはあるか？ その課題に取り組む問題意識に
メッセージはあるか？
常識を疑い，原理原則に立ち返れ．問題の困難性の本質を捉えよ．

「解決方法 Solutions」 ・・・まだ誰も試みたことのないアイデア
仮説をたてて検証する．何度でも，すばやく，とことん．

「成果 Outcome」 ・・・定量的に課題に対する効果を明示
違いを測れるようにする．
失敗してもわかったことは役に立つ(Lessons Learned)．

強い論文の基本原理は変わらない



(2) システム設計・構築分野

これまで学術的な意義が十分には認められていなかった実用システムの設
計・構築手法に価値を見出し，研究開発を促進するための査読基準を定義し
なおすことで，産業競争力の強化に繋げたい．例えば，下記の総和により，社会
で求められている課題の例示，それを解決する技術開発，実システムの設計・
構築，それらを支える理論の研究活動を，正のスパイラルで結合し，産学官の
コミュニティの醸成を牽引する論文分野を目指す．

① 実社会で実用的に稼働しているシステムについて，開発目的 に対するスペックイン，
その投資効果に対する技術的，理論的考察，目的に対して過不足のない設計とそ
の設計手法

② システムが複雑化し，これまで重要な技術として価値があるとは十分には認められて
いなかったシ ステムの設計手法

③ システム構築を迅速化・低コスト化する手法の技術的価値の検討
④ これまでの価値基準では技術的新規性がないと思われるが，うまく動作している新し

い応用システムの事例報告（うまく動作しない事例の報告）．ただし単なる「作ったら
出来ましたという報告」ではないこと

⑤ 上記の４つに対する科学的・工学的な視点から価値を高める議論を促進すること

これまで述べた考察と思いをもとに査読基準を書きました
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日本ロボット学会誌論文査読小委員会
人材育成・社会分野委員長 琴坂 信哉

日本ロボット学会和文誌の
投稿の勧めと査読の流れ
（人材育成・社会分野）

日本ロボット学会
The Robotics Society of Japan

2019年9月6日（金）
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日本ロボット学会
The Robotics Society of Japan

2019.9.6 日本ロボット学会学術講演会 ランチョンセミナー

3
8

• ロボット教育は，幅広い学習者を対象に課題発見能
力や自己解決能力の涵養，構成論的な教育に効果的

• 教育実績の定量的評価の確立，人材育成・教育手
法の公開による質の改善プロセスの実現を目指し
て，ロボット教育，人材育成分野の論文を募集

• 将来のロボット研究者やロボット技術のユーザで
もあるロボット活用人材の育成，ロボット教育に
よる社会貢献を目指した論文を採録したい

１．人材育成，社会分野で期待する論文

（１）人材育成分野

＊人材育成・社会分野の論文は，随時，受け付けております
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日本ロボット学会
The Robotics Society of Japan

2019.9.6 日本ロボット学会学術講演会 ランチョンセミナー
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• ロボットの社会普及を目指したロボットシステムに関す
る研究論文

• 人やロボット間の相互作用や認識，ロボットの社会的振
る舞い，非言語的行動等の知能情報処理や人工知能分野
の新しい概念や理論，その実装といった論文

➢ ただし，単体のハードウェアに閉じた手法や概念ではなく，ロ
ボットと社会の関わりを意識した研究論文

• 実社会に応用可能なシステムとしての独創性，先進性を
積極的に評価する

• 社会学，心理学，医学等の工学以外の分野との学際的，
横断的，また，構成論的な研究に関する論文も

１．人材育成，社会分野で期待する論文

（２）社会分野



あまり出したくはないのですが．．．

•再投稿も含めての本分野の
採択率は，５割程度である
–再投稿された論文も元と同じ論文と見なすと
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何故か？



人材育成分野の査読評価の軸

•下記の内容が十分に説明されているか？

•問題提起，仮説，提案，学習過程，データ，
考察

•論文の包含内容に，ロボット教育，ロ
ボットによる人材育成としての妥当性が
あるか

•ロボット教育分野，人材育成分野に役立
つ可能性が認められるか

http://www.rsj.or.jp/jrsj/review_policyより引用（一部）



採録されなかった論文の問題点

•そのほとんどが説明不足によるもの

•分野違いと思われる論文がいくつか

• これは，分野変更を提案

•新規性に問題が指摘されて採録不可になった
論文はわずか

•説明不足の内容と対応策

•教育対象，教育内容，教育手法の説明不足

•考察の不足



人材育成論文に含まれるべき内容

•問題提起，仮説：教育する学習内容や教
育の対象，何をどこまで獲得させたいか

•提案：具体的な実施手順や開発した内容
の説明，論点の指摘

•学習過程，データ：どのような学習活動
が観察されたか，そこから想定される学
習過程，提案内容を支持する事実の提示

•考察：実施した結果から得られた知見，
結果の考察，社会的意義の説明

＊データは，定量的な評価（数値）だけではなく，定性的・主観的な評
価（アンケート，聞き取り調査，教育者側の学び）等も含む



説明不足の問題点（詳細）

• 教育対象の説明不足
• 想定する学習に関連する学習者の知識，経験のレベルを推定でき
るような説明を

• 例えば，学習者の学年の記述だけでは説明不足，学修済みの関連科目
等の情報が欲しい

• 教育内容や教育目標の説明不足
• 学習者が，どのような能力を身につけると考えているのか，論文
著者らの考えを示すこと

• どのような過程を経て身につけると考えているのか

• どのような前提条件(学習者の学修歴)が必要と考えているのか

• ありがちな説明不足は，創造性や課題発見力といった言葉

• かならず，その定義，説明が必要．

• 過去に，これらの言葉の定義を試みた研究が数多く存在する．それら
の論文を適宜引用しつつ，論文著者らの考えを示す．



説明不足の問題点（詳細）

•実施した教育手法の説明不足

•以外と，これも説明が不足することが多い

•論文著者らが実施したのであるから，具体的に
わかっているはずなのに，説明不足が多い

•何をどうしたのか？どの点に注意して教育
活動を行ったのか，手順，方法等

•教育対象，教育内容と関連させると良い．例え
ば，何々を教育するために，このような方法を
用いたといった説明がほしい



工学系論文との差異

• 論文執筆者の結論を支持する考察の不足
• 考察は，工学系論文では軽く取り扱われがちであ
るが，人材育成分野では，ここが非常に重要

•ここが，工学系論文との差異
•得られた知見を支持する学習者の学習過程や
学習結果を示し，そこから，どのようにデー
タを解釈して結論を導いたのか？を示してほ
しい
• 得られた知見，結論を否定する可能性を全てつぶ
す！！

• 論文執筆者の結論を否定しかねない可能性を「全
て」塞げるような実験手順の設計が重要
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和文誌 実証実験分野の特徴
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実証実験分野の考え

ロボット技術を実社会に導入するためには，実証
実験が必要不可欠．

実証実験により得られたLessons Learnedの
ロボティクスに対する貢献は大きい．

Lessons learned
学んだ教訓：将来のプロジェクトに積極的に考慮すべく，
以前のプロジェクトから抜き出した経験 (Wikipediaより)

→ 成功経験，失敗経験から学んだことをしっかり記述し，
（自分ならびに他研究者の）次に活かす．

コントロールされた研究室内での検証実験とは異なる！
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実証実験分野の論文で求められること

が過不足なく記述されていなければ読者に有益な
情報にはならない．

何が問題なの？ なぜ実験が必要なの？（背景）

何が知りたいの？（目的）

どんな設定（シナリオ）？（条件）

実験室とは何が違うの？（環境）

現場で実験することによって何がわかったの？（結果）

実際の運用環境(現場)での実験は行うだけでも
価値はあるが．．．

どんな技術を使って？（方法） 技術の新規性は問わない

十分なデータに裏付けられた知見，Lessons Learned
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査読副委員長の思い

現場での検証実験，運用試験はだれもが実施でき
るわけではありません．

等を読者に伝えることで，ロボット技術の
実用化を加速させたい，と考えています．

研究室での実験では起こらなかった，

現場で動かさなければわからなった（予想すら
していなかった），

このような事例はこうすれば解決できる，

現場で起こるこんな現象を克服するためには
設計時にこんな配慮が必要，


